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 平成２９年１２月分 清水港 貿易概況（速報）の要旨  

 

 

＝ 輸出は１４ヵ月連続の増加、輸入は１０ヵ月連続の増加 ＝ 

 

 

  概  要  

 

（１）  輸出総額は１，７３５億円（前年同月比１０２.５％、比率ベース：１４ヵ月連続

の増加）、輸入総額は８４４億円（同１１３.３％、１０ヵ月連続の増加）であった。 

差引額は８９１億円（同９４.０％）の輸出超過で、２ヵ月連続の減少となった。 

 

（２）  品目別では、輸出は「自動車の部分品（１９３億円（同７３.７％））」、「プ

ラスチック（４９億円（同８３.４％））」などは減少したものの、「科学光学機

器（１１０億円（同１５１.７％））」、「写真用・映画用材料（５８億円（同１

２４.９％））」、「建設用・鉱山用機械（３２億円（同１５０.０％））」などが

増加した。 

輸入は「自動車の部分品（１７億円（同７３.０％））」、「医薬品（７億円

（同５９.７％））」などは減少したものの、「魚介類（１５３億円（同１２０.

１％））」、「パルプ（３７億円（同１６９.２％））」、「無機化合物（１６億

円（同７.３倍））」などが増加した。 

 

（３）  地域別では、輸出、輸入ともに「アジア」、「ＥＵ」が増加、「アメリカ」は減少

した。 

 

 

（参考）ドルレートは、１１２.４８円（前年同月比０.７％、０.８３円の円高）であった。  

    （注）月間ドルレートは、税関長が公示する相場を当該相場が適用された日数で加重平均したもの。  

 

 


